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Ⅰ．財政再生計画等の実施状況報告及び完了報告を行った団体・会計一覧：資料１ 

Ⅱ．財政再生計画等の実施状況報告の概要（団体別） 
 
① 財政再生計画の実施状況報告の概要について（１団体）：資料２ 

② 経営健全化計画の実施状況報告の概要について（８会計）：資料３ 

 

Ⅲ．経営健全化計画の完了報告の概要（団体別） 
 

・ 経営健全化計画の完了報告の概要について（２会計）：資料４ 

 

 

 

 

 

平成２９年度の財政再生計画等の実施状況報告及び完了報告の概要 

（連絡先） 

（財政再生団体について)  

自治財政局財務調査課 脇本財政健全化専門官、大竹係長 

電話：(代表)03-5253-5111 (直通)03-5253-5649 

FAX：03-5253-5650 

 (経営健全化団体について) 

自治財政局公営企業課 志賀理事官、宮澤事務官 

電話：(代表)03-5253-5111 (直通)03-5253-5634 

FAX：03-5253-5640 

E-mail：kenzenkahou@soumu.go.jp（各担当共通） 

○ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第１８条、

第２４条の規定に基づき、財政再生計画等の実施状況報告について、その概要（団体別）

を公表します。 

○ 同法第２７条の規定に基づき、経営健全化計画の完了報告について、その概要（団体

別）を公表します。 



 

 

 

 

１．財政再生計画等の実施状況報告を行った団体及び会計 

実施中の計画 団体名・会計名 

財政再生計画 １団体 

（北海道）夕張市 

経営健全化計画 ８会計 

（兵庫県） 

 川西市 病院事業会計 

（福岡県） 

 小竹町 小竹町立病院事業特別会計 

（青森県） 

 青森県新産業都市建設事業団 桔梗野工業用地造成事業会計 

               百石住宅用地造成事業会計 

（山口県） 

 下関市 臨海土地造成事業特別会計 

（奈良県） 

 宇陀市 保養センター事業特別会計 

（高知県） 

 高知市 国民宿舎運営事業特別会計 

（北海道） 

 釧路市 釧路市設魚揚場事業会計 

 

 

２．経営健全化計画の完了報告を行った団体及び会計 

完了した計画 団体名・会計名 

経営健全化計画 ２会計 

（京都府） 

京都市 京都市高速鉄道事業特別会計 

（大阪府） 

 大阪市 自動車運送事業会計 

 

資料１ 



Ⅱ① 財政再生計画の実施状況報告の概要について 

○財政再生計画の実施状況の報告を行った団体

都道府県名 市区町村名 ＜参考＞計画完了予定年度 
概要掲載 

ページ 

北海道 夕張市 平成 41 年度(21 年間) 1 

資料２ 



北海道夕張市 財政再生計画実施状況報告（概要） 

１ 計画と具体的な措置の状況 

（１） 事務及び事業の見直し、組織の合理化その他の歳出削減に関する状況

○ 主な歳出削減項目

人 件 費 職員数の維持、一般職及び特別職給与の削減等を実施。 

物 件 費 必要最小限の執行及び契約事務の適正な執行を実施。 

維 持 補 修 費 必要最小限の執行及び契約事務の適正な執行を実施。 

扶 助 費 
市単独事業は高齢者や子どもたち、教育活動への給付に

限り実施。 

補 助 費 等 各種補助金などについて真に必要なものに限定して実施。 

投 資 的 経 費 
市営住宅の建設や石炭博物館の改修など、真に必要なも

のに限定して実施。 

公 債 費 
計画どおり地方債の新規発行の抑制に努めながら、着実に

債務を償還。 

他会計繰出金 
経営改善や収入の適正化等の取組状況を踏まえ、計画に

基づく繰出しを実施。 

※当該年度までの累積実績額：２６,２２８百万円

（うち一般財源相当額：２３,９０４百万円） 

（２） 地方税その他の収入の増徴に関する状況

市税その他の収入の徴収にあたっては、計画どおり合理的な徴収に努めた。

※当該年度までの累積実績額：３２６百万円

（うち一般財源相当額：３２６百万円） 

（３） 地方税その他の収入で滞納に係るものの徴収に関する状況

滞納繰越の発生を抑制するため、現年分の滞納者への対応を重視し、本人と

の折衝の機会を増やし速やかな納付相談の実施に努めるとともに、生活実態を

把握し滞納原因の解消に繋げるため、ファイナンシャルプランナーによる無料相

談を実施し、納税意識の改善を図った。また、適正で効率的な滞納整理に努め、

悪質滞納者には法的措置を執行した。 

※当該年度までの累積実績額：６７百万円

（うち一般財源相当額：６７百万円） 
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（４） 使用料等の変更、財産の処分その他の歳入の増加に関する状況

使用料及び手数料は、平成１９年度に実施した引き上げなどの見直しに基づ

き、引き続き収入確保に努めた。 

また、分譲地の価格見直しや平成２７年度から開始した高松ズリ山のズリ売却

事業を継続しているほか、金融機関店舗への市庁舎の有償貸与などにより収入

の確保に努めた。 

※当該年度までの累積実績額：５９９百万円

（うち一般財源相当額：１１百万円） 

（５） 超過課税又は法定外普通税による地方税の増収に関する状況

法令上の上限の税率などを踏まえ平成１９年度に行った見直しについて、平成

２８年度末に行った計画の抜本的な見直しに伴い、超過税率を一部見直した。 

※当該年度までの累積実績額：４３７百万円

（うち一般財源相当額：４３７百万円） 

２ 実質赤字解消の状況 

別紙第２参照 

３ 財政再生年次総合計画 

別紙第３参照 

４ 連結実質赤字解消の状況等 

別紙第４参照 

５ 再生振替特例債の償還の状況 

別紙第５参照 

６ 健全化判断比率の状況 

別紙第６参照 

７ その他財政の再生に必要な事項の措置の状況 

財政再生計画の策定後に生じた新たな諸課題に対応するため、事務事業の 

必要性や緊急性などを十分検討した上で、財源確保を図りながら、平成２９年度は

計６回の計画変更を行った。 
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国

道
支

出
金

（
住

宅
市

街
地

総
合

整
備

促
進

な
ど

）
▲

1
0
8
百

万
円

、
繰

入
金

（
幸

福
の

黄
色

い
ハ

ン
カ

チ
基

金
繰

入
金

な
ど

）
▲

6
6
百

万
円

、
地

方
債

（
公

営
住

宅
建

設
事

業
債

な
ど

）
▲

7
5

百
万

円
、

そ
の

他
（ま

ち
・
ひ

と
・し

ご
と

創
生

寄
附

金
な

ど
）

▲
3
7
百

万
円

歳
入

人
件

費
（
給

料
、

各
種

手
当

な
ど

）
▲

8
6

百
万

円
、

物
件

費
（
需

用
費

、
委

託
料

な
ど

）
▲

1
0
0
百

万
円

、
維

持
補

修
費

（
除

雪
委

託
料

な
ど

）
▲

1
9
百

万
円

、
扶

助
費

（
生

活
扶

助
等

給
付

費
な

ど
）
▲

1
3
8
百

万
円

、
普

通
建

設
事

業
費

（
市

営
住

宅
再

編
事

業
な

ど
）
▲

1
0
1
百

万
円

、
繰

出
金

（
国

民
健

康
保

険
事

業
会

計
繰

出
金

な
ど

）
▲

6
0
百

万
円

平
　

成
　

２
９

　
年

　
度

計
画

額
　

　
　

Ａ
予

算
額

当
該

年
度

決
算

額
　

　
Ｂ

翌
年

度
繰

越
額

　
　

Ｃ
Ｂ

＋
Ｃ

　
　

　
Ｄ
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第
４
　
連
結
実
質
赤
字
解
消
の
状
況
等

１
　
連
結
実
質
赤
字
額

（
単
位
：
千
円
）

計
画
初
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

平
成
2
5
年
度

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

平
成
2
9
年
度

平
成
3
8
年
度

平
成
4
1
年
度

（
平
成
2
1
年
度
）

（
第
2
年
度
）

（
第
3
年
度
）

（
第
4
年
度
）

（
第
5
年
度
）

（
第
6
年
度
）

（
第
7
年
度
）

（
第
8
年
度
）

（
第
9
年
度
）

（
第
1
8
年
度
）

（
第
2
1
年
度
）

3
2
,2
6
9
,5
6
0

5
,9
7
2

5
,4
5
6

5
,0
1
8

4
,5
8
4

3
,4
4
5

0
0

0
0

0

3
2
,8
0
5
,0
2
7

6
4
1
,8
8
1

6
3
9
,9
3
6

6
8
4
,9
5
5

7
8
6
,4
7
1

7
4
2
,2
3
8

9
6
3
,0
1
3

1
,2
1
2
,3
0
4

5
6
3
,0
5
5

3
2
,8
0
5
,0
2
7

5
,9
7
2

5
,4
5
6

5
,0
1
8

4
,5
8
4

3
,4
4
5

0
0

0
0

0

5
3
5
,4
6
7

6
3
5
,9
0
9

6
3
4
,4
8
0

6
7
9
,9
3
7

7
8
1
,8
8
7

7
3
8
,7
9
3

9
6
3
,0
1
3

1
,2
1
2
,3
0
4

5
6
3
,0
5
5

0
0

9
1
5
,2
6
6

9
3
7
,5
0
2

1
,0
2
3
,9
4
1

9
9
3
,6
5
7

9
9
7
,3
5
0

9
8
9
,7
7
0

9
4
6
,3
3
9

9
5
1
,0
2
7

9
2
1
,2
9
7

9
0
5
,5
0
2

8
7
0
,2
0
6

8
1
1
,9
2
9

3
2
,2
9
4
,0
3
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

3
2
,1
9
9
,0
0
0

3
2
,1
9
9
,0
0
0

3
2
,1
9
9
,0
0
0

3
2
,1
9
9
,0
0
0

3
0
,1
1
5
,7
5
2

2
8
,0
0
1
,1
3
9

2
5
,8
5
4
,6
8
7

2
3
,6
7
5
,9
1
8

2
1
,4
6
4
,3
4
5

0
0

早
期
健
全
化

基
準

相
当

連
結
実
質
赤

字
額

再
生
振
替
特

例
債

の
未

償
還
元
金

連
結
実
質
赤

字
残

額

解
消

実
績

額
　
　
　
Ｂ

現
在

計
画

　
　
　
Ｃ

Ｂ
－
Ａ
又

は
Ｃ
－

Ａ年
度

　
　

　
　
区

分

当
初

計
画

　
　
　
Ａ

計
画

初
年

度
の

前
年
度
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２
　

連
結

実
質

赤
字

に
係

る
年

次
計

画

（
単

位
：
千

円
）

計
画

額
　

　
　

Ａ
予

算
額

当
該

年
度

決
算

額
　

　
　

Ｂ
翌

年
度

繰
越

額
　

　
　

Ｃ
Ｂ

＋
Ｃ

　
　

　
　

Ｄ
Ｄ

－
Ａ

備
　

　
考

0
0

△
 2

8
5
,2

9
2

△
 2

8
5
,2

9
2

△
 2

8
5
,2

9
2

地
方

税
や

地
方

交
付

税
等

の
歳

入
確

保
及

び
徹

底
し

た
歳

出
抑

制
に

伴
う

実
質

収
支

黒
字

の
増

0
0

△
 4

2
,4

8
5

△
 4

2
,4

8
5

△
 4

2
,4

8
5

実
質

赤
字

額
0

0
△

 4
2
,4

8
5

△
 4

2
,4

8
5

△
 4

2
,4

8
5

0
0

△
 2

3
3
,4

5
2

△
 2

3
3
,4

5
2

△
 2

3
3
,4

5
2

資
金

不
足

額
0

0
△

 2
3
3
,4

5
2

△
 2

3
3
,4

5
2

△
 2

3
3
,4

5
2

資
金

不
足

額
0

0
0

0
0

0
0

1
,8

2
6

1
,8

2
6

1
,8

2
6

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0

0
0

1
,8

2
6

1
,8

2
6

1
,8

2
6

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0

0
0

△
 5

6
3
,0

5
5

△
 5

6
3
,0

5
5

△
 5

6
3
,0

5
5

4
,5

4
7
,1

0
9

4
,5

4
7
,1

0
9

4
,5

2
7
,5

0
9

4
,5

2
7
,5

0
9

0
.0

0
0
.0

0
△

 1
2
.4

3
△

 1
2
.4

3

平
　

成
　

２
９

　
年

　
度

年
　

　
　

度

区
　

　
　

分

（
１

）
一

般
会

計
等

の
実

質
収

支
（
Ａ

）

水
道

事
業

会
計

（
法

適
用

企
業

）

（
２

）
（

１
）

及
び

（
３

）
以

外
の

特
別

会
計

の
実

質
赤

字
額

（
B

)

国
民

健
康

保
険

事
業

会
計

下
水

道
事

業
会

計
（
法

非
適

用
企

業
）

（
３

）
公

営
企

業
会

計
の

資
金

不
足

額
（
C

)

（
４

）
（

１
）

及
び

（
３

）
以

外
の

特
別

会
計

の
実

質
黒

字
額

（
D

)

介
護

保
険

事
業

会
計

老
人

保
健

医
療

事
業

会
計

連
結

実
質

赤
字

比
率

F
／

G
（

％
)

標
準

財
政

規
模

（
G

)

連
結

実
質

赤
字

額
（

A
＋

B
＋

C
)

－
（

D
＋

E
）

（
F
)

市
場

事
業

会
計

（
５

）
公

営
企

業
会

計
の

資
金

剰
余

額
（
E
)

後
期

高
齢

者
医

療
事

業
会

計
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３
　
実
質
公

債
費

比
率

（
単
位
：
千
円
）

計
画
初
年
度
の
前
年
度

平
成
3
8
年
度

平
成
4
1
年
度

（
第
1
8
年
度
）

（
第
2
1
年
度
）

実
績
値

計
画
値

実
績
値

計
画
値

実
績
値

計
画
値

実
績
値

計
画
値

実
績
値

計
画
値

実
績
値

計
画
値

実
績
値

計
画
値

実
績
値

計
画
値

実
績
値

計
画
値

実
績
値

計
画
値

計
画
値

（
１
）
　
地

方
債

の
元

利
償
還
金

2
,0
5
8
,2
1
8

1
,5
9
0
,8
1
1

1
,5
9
0
,8
1
1

2
,3
0
5
,4
2
4

2
,2
9
9
,7
4
6

2
,0
4
9
,1
9
4

2
,0
4
6
,4
2
2

1
,9
9
9
,9
8
9

1
,9
9
6
,1
5
2

3
,9
9
7
,9
1
5

3
,9
9
3
,2
9
8

3
,9
5
8
,0
6
5

3
,9
5
3
,3
3
9

3
,7
5
0
,6
0
8

3
,7
4
6
,0
8
9

3
,7
3
5
,2
1
6

3
,7
3
0
,1
7
7

3
,3
2
3
,0
1
0

3
,3
1
4
,6
2
1

3
,7
1
9
,1
5
3

9
8
7
,6
3
9

（
２
）
　
準

元
利

償
還

金
7
4
6
,7
7
9

7
1
6
,4
4
2

7
1
6
,4
4
2

1
,2
6
8
,3
2
9

1
,2
4
4
,6
3
4

6
2
8
,7
2
2

6
1
3
,8
8
0

2
8
4
,1
4
2

2
7
3
,9
1
5

2
8
7
,4
1
9

2
6
9
,7
6
6

2
7
9
,5
8
2

2
6
2
,5
5
4

2
6
8
,9
8
0

2
5
0
,9
5
4

2
6
0
,2
9
0

2
4
2
,8
2
8

2
5
1
,4
1
2

2
3
3
,3
0
6

2
4
8
,7
8
7

2
4
8
,1
3
2

4
9
8
,1
5
1

4
1
7
,7
0
5

4
1
7
,7
0
5

4
9
2
,3
5
8

4
8
4
,2
9
9

4
3
3
,8
8
2

4
3
5
,5
3
9

4
0
5
,7
0
5

4
0
3
,6
0
9

3
7
9
,6
9
9

3
7
6
,3
0
8

3
7
8
,8
7
6

3
7
5
,5
3
3

3
1
0
,1
2
2

2
9
8
,2
6
3

3
0
1
,3
7
7

2
8
8
,5
3
6

2
9
5
,1
6
9

2
8
8
,1
0
4

2
5
3
,4
7
6

2
3
1
,4
0
7

6
1
1
,5
3
9

5
9
9
,3
4
1

5
9
9
,3
4
1

6
0
7
,2
6
2

6
0
3
,9
1
6

6
1
1
,2
0
4

6
0
0
,9
8
2

6
0
3
,0
8
1

5
9
4
,2
6
6

5
9
8
,1
3
5

5
8
1
,3
6
8

6
2
1
,5
2
3

6
0
4
,1
6
4

5
2
6
,8
3
1

5
3
3
,2
2
3

5
0
7
,1
6
3

5
4
3
,1
0
8

5
4
3
,4
9
2

5
2
7
,6
2
3

7
6
4
,1
8
5

5
8
9
,1
9
2

（
５
）
　
標

準
財

政
規

模
4
,5
7
6
,3
2
9

4
,6
8
7
,5
0
7

4
,6
8
7
,5
0
7

5
,0
9
6
,8
3
3

5
,1
4
2
,8
4
9

4
,7
9
2
,1
9
4

4
,9
6
8
,2
8
4

4
,7
1
3
,1
4
6

4
,9
8
6
,7
4
9

4
,6
2
3
,6
3
3

4
,9
4
8
,8
4
8

4
,4
7
6
,5
4
5

4
,7
3
1
,6
9
4

4
,6
2
8
,3
5
7

4
,7
5
5
,1
3
5

4
,1
7
2
,6
6
7

4
,6
0
6
,4
8
6

4
,5
4
7
,1
0
9

4
,5
2
7
,5
0
9

4
,3
5
1
,0
3
2

4
,0
5
9
,6
4
5

（
単
位
：
％
）

（
６
）
　
実

質
公

債
費

比
率
（
単
年
度
）

4
2
.8

3
1
.6

3
1
.6

5
5
.1

5
4
.1

3
9
.1

3
7
.2

3
1
.0

2
9
.0

8
2
.2

7
5
.6

8
4
.0

7
8
.4

7
7
.6

7
4
.9

8
6
.9

7
7
.3

6
8
.3

6
8
.3

8
2
.3

1
2
.0

4
2
.1

3
6
.8

3
6
.8

4
3
.1

4
2
.8

4
1
.5

4
0
.9

4
1
.3

4
0
.0

5
0
.1

4
7
.2

6
5
.0

6
1
.0

7
9
.0

7
6
.3

8
0
.1

7
6
.8

7
6
.7

7
3
.5

7
8
.7

1
1
.6

年
　
　
　
度

区
　
　
　
分

（
第
2
年
度
）

平
成
2
4
年
度

計
画
初
年
度

（
平
成
2
1
年
度
）

平
成
2
3
年
度

（
第
3
年
度
）

（
３
）
　
元

利
償

還
金

又
は
準
元
利
償
還

　
　
　
金
に
充

て
ら
れ
る
特
定
財
源

（
４
）
　
算

入
公

債
費

及
び
算
入
準
公
債

　
　
　
費
の
額

（
７
）
　
実

質
公

債
費

比
率

　
　
　
　
（３

か
年

の
平
均
）

（
第
4
年
度
）

平
成
2
2
年
度

平
成
2
5
年
度

（
第
5
年
度
）

平
成
2
6
年
度

（
第
6
年
度
）

（
第
7
年
度
）

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

（
第
8
年
度
）

平
成
2
9
年
度

（
第
9
年
度
）
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４
　
将

来
負

担
比

率

（
単

位
：
千

円
）

計
画

初
年

度
の

前
年

度
平

成
3
8
年

度
平

成
4
1
年

度

（
第

1
8
年

度
）

（
第

2
1
年

度
）

実
績

値
計

画
値

実
績

値
計

画
値

実
績

値
計

画
値

実
績

値
計

画
値

実
績

値
計

画
値

実
績

値
計

画
値

実
績

値
計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
計

画
値

1
3
,2
7
0
,2
5
0

4
5
,0
1
4
,7
3
9

4
5
,0
1
4
,7
3
9

4
4
,8
8
1
,1
1
2

4
4
,6
1
9
,4
2
0

4
4
,3
3
4
,8
7
5

4
4
,2
5
4
,1
0
6

4
3
,9
4
2
,2
3
5

4
3
,8
8
8
,6
0
9

4
1
,4
6
2
,7
3
4

4
1
,3
2
2
,7
1
1

3
9
,5
9
7
,8
8
2

3
9
,2
6
0
,7
3
2

3
6
,9
4
3
,8
2
5

3
6
,8
4
3
,9
1
7

3
5
,1
9
6
,4
7
4

3
5
,1
0
5
,6
0
7

3
3
,4
4
6
,9
0
1

3
3
,2
7
2
,7
6
0

1
0
,0
9
1
,5
2
1

9
,0
6
3
,8
0
5

5
,1
5
1
,8
5
8

4
,2
9
9
,0
4
6

4
,2
9
9
,0
4
6

2
,8
4
7
,8
5
7

2
,8
4
7
,8
5
5

2
,0
7
6
,9
6
3

2
,0
7
6
,9
6
3

1
,6
6
1
,5
7
7

1
,6
6
1
,5
7
7

1
,2
4
6
,1
9
1

1
,2
4
6
,1
9
1

8
3
0
,8
0
5

8
3
0
,8
0
5

4
1
5
,4
1
9

4
1
5
,4
1
9

0
0

0
0

0
0

1
,8
3
9
,5
4
6

1
,8
2
9
,3
9
6

1
,8
2
9
,3
9
6

1
,6
3
2
,4
5
4

1
,7
5
9
,5
3
1

1
,5
2
6
,0
1
6

1
,6
5
5
,0
6
1

1
,4
5
7
,1
0
5

1
,5
1
5
,4
7
7

1
,3
9
5
,4
6
1

1
,4
3
5
,3
1
6

1
,3
9
5
,2
4
8

1
,3
1
8
,4
6
9

1
,3
2
8
,0
9
8

1
,1
8
6
,2
8
9

1
,3
0
3
,9
8
9

1
,1
6
3
,4
0
8

1
,0
7
1
,7
2
7

1
,0
4
5
,8
7
1

6
4
9
,4
0
7

5
3
3
,7
4
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

6
9
5
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0
5
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8
0
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8
4
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0
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9
8
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9
1

8
7
5
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9
2
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5
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6
0
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6
7
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0

1
,1
1
8
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9
2
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1
2
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6
1

1
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0
4
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3
3

1
,0
9
0
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0
8

1
,1
8
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2

1
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0
2
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7
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1
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0
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5
0
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2
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0
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4
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1
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0
4
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1
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,0
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1
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5
1
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1
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5
1
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2
6

8
9
3
,8
2
5

1
,0
9
8
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6
9

8
0
5
,9
7
2

7
7
9
,5
8
3

3
2
4
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4
3

2
9
3
,8
3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
2
,2
9
4
,0
3
5

0
0

1
8
,5
0
3

0
1
3
,0
4
7

0
8
,0
2
9

0
3
,4
4
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

2
7
2
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1
7
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6
5
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8
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2
6
5
,7
8
7

1
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6
8
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0
1

1
,2
0
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3
9

2
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5
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2
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2
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5
3
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0
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4
,7
2
6
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9

4
,6
9
8
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9
9

4
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1
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4
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8
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0
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4
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4
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4
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0
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1
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4
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4
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4
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0
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4
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5
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2

4
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8
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5
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1
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5
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0
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6
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2

4
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7
4
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3
2
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,0
0
5
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7
4

2
,6
4
9
,1
8
5

2
,6
4
9
,1
8
5

2
,3
6
9
,5
8
9

2
,3
3
5
,5
9
4

2
,3
3
1
,4
8
4

2
,2
4
2
,3
8
9

2
,2
8
5
,6
4
1

2
,1
7
3
,3
5
3

2
,2
6
3
,3
0
1

2
,1
5
7
,8
5
3

2
,2
3
9
,0
1
4

1
,9
5
6
,0
2
5

2
,3
1
0
,7
0
6

2
,0
8
8
,4
7
8

2
,1
2
6
,9
4
0

2
,1
7
7
,0
5
7

2
,2
2
3
,1
4
2

2
,2
3
9
,2
7
6

2
,4
1
7
,1
1
0

2
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3
1
,3
7
3

5
,4
4
9
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5
2
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3
2

5
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5
2
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3
2

5
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4
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1
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1
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0
1

5
,0
1
1
,6
9
4

5
,6
0
6
,2
4
5

4
,8
2
9
,2
1
9

5
,5
7
7
,7
7
3

4
,6
0
5
,3
8
1

6
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4
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6
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4

4
,7
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4
6

4
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4
9

4
,6
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,6
3
3

4
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4
8
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4
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4
,4
7
6
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4
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4
,7
3
1
,6
9
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4
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7

4
,7
5
5
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5

4
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7
2
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6
7

4
,6
0
6
,4
8
6

4
,5
4
7
,1
0
9

4
,5
2
7
,5
0
9

4
,3
5
1
,0
3
2

4
,0
5
9
,6
4
5

6
1
1
,5
3
9

5
9
9
,3
4
1

5
9
9
,3
4
1

6
0
7
,2
6
2

6
0
3
,9
1
6

6
1
1
,2
0
4

6
0
0
,9
8
2

6
0
3
,0
8
1

5
9
4
,2
6
6

5
9
8
,1
3
5

5
8
1
,3
6
8

6
2
1
,5
2
3

6
0
4
,1
6
4

5
2
6
,8
3
1

5
3
3
,2
2
3

5
0
7
,1
6
3

5
4
3
,1
0
8

5
4
3
,4
9
2

5
2
7
,6
2
3

7
6
4
,1
8
5

5
8
9
,1
9
2

（
単

位
：
％

）

1
,1
6
4
.0

1
,0
9
1
.1

1
,0
9
1
.1

9
3
5
.2

9
2
2
.5

9
3
7
.0

8
9
1
.3

8
8
6
.1

8
1
6
.1

8
3
3
.9

7
4
8
.7

8
2
0
.7

7
2
4
.4

7
0
6
.3

6
3
2
.4

7
4
7
.1

5
9
4
.2

5
2
9
.3

5
1
6
.2

1
6
6
.6

3
4
.6

平
成

2
9
年

度

（
第

9
年

度
）

平
成

2
8
年

度

（
第

8
年

度
）

平
成

2
7
年

度

（
第

7
年

度
）

平
成

2
6
年

度

（
第

6
年

度
）

（
1
4
）
　
将

来
負

担
比

率

（
1
3
）
　
算

入
公

債
費

及
び
算

入
準

公
　
　
債

費
の

額

（
１
）
　
一

般
会

計
等

に
係

る
地

方
債

の
　
　
現

在
高

（
1
2
）
　
標

準
財

政
規

模

（
４
）
　
組

合
又

は
地

方
開

発
事

業
団

が
　
　
起

こ
し
た
地

方
債

の
償

還
に
係

る
　
　
地

方
公

共
団

体
の

負
担

見
込

額

（
６
）
　
設

立
法

人
の

負
債

の
額

等
に
係

　
　
る
一

般
会

計
等

負
担

見
込

額

（
８
）
　
組

合
等

の
連

結
実

質
赤

字
額

に
　
　
係

る
一

般
会

計
等

負
担

見
込

額

（
９
）
　
地

方
債

の
償

還
額

等
に
充

当
可

　
　
能

な
基

金
の

残
高

の
合

計
額

（
７
）
　
連

結
実

質
赤

字
額

（
1
0
）
　
地

方
債

の
償

還
額

等
に
充

当
可

　
　
能

な
特

定
の

歳
入

（
1
1
）
　
地

方
債

の
償

還
等

に
要

す
る
経

　
　
費

と
し
て
基

準
財

政
需

要
額

に
算

入
　
　
さ
れ

る
こ
と
が

見
込

ま
れ

る
額

（
２
）
　
債

務
負

担
行

為
に
基

づ
く
支

出
　
　
予

定
額

（
３
）
　
一

般
会

計
等

以
外

の
特

別
会

計
　
　
に
係

る
地

方
債

の
償

還
に
充

て
る

　
　
た
め
の

一
般

会
計

等
か

ら
の

繰
入

　
　
れ

見
込

額

（
第

2
年
度

）

（
５
）
　
退

職
手

当
支

給
予

定
額

に
係

る
　
　
一

般
会

計
等

負
担

見
込

額

計
画

初
年

度
年

　
　
　
度

区
　
　
　
分

平
成

2
5
年

度

（
第

5
年

度
）

平
成

2
4
年

度

（
第

4
年

度
）

（
平

成
2
1
年

度
）

平
成

2
2
年

度
平

成
2
3
年

度

（
第

3
年

度
）
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第
５

　
再

生
振

替
特

例
債

の
償

還
の

状
況

借
入

額
　

　
3
2
,1

9
9
,0

0
0
千

円

利
　

 率
  

  
1
7
年

償
還

（
3
年

据
置

）
　

元
利

均
等

　
1
.5

0
％

（
単

位
：
千

円
）

平
成

2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
8
年

度
平

成
4
1
年

度

（
第

2
年

度
）

（
第

3
年

度
）

（
第

4
年

度
）

（
第

5
年

度
）

（
第

6
年

度
）

（
第

7
年

度
）

（
第

8
年

度
）

（
第

9
年

度
）

（
第

1
8
年

度
）

（
第

2
1
年

度
）

計
画

値
0

（
3
2
,1

9
9
,0

0
0

）
3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
0
,1

1
5
,7

5
2

2
8
,0

0
1
,1

3
9

2
5
,8

5
4
,6

8
7

2
3
,6

7
5
,9

1
8

2
,5

2
9
,9

5
2

0

実
績

値
0

（
3
2
,1

9
9
,0

0
0

）
3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
0
,1

1
5
,7

5
2

2
8
,0

0
1
,1

3
9

2
5
,8

5
4
,6

8
7

2
3
,6

7
5
,9

1
8

計
画

値
0

0
4
5
3
,2

1
2

4
8
2
,9

8
5

4
8
2
,9

8
5

2
,5

5
8
,4

5
0

2
,5

5
8
,4

4
9

2
,5

5
8
,4

5
0

2
,5

5
8
,4

4
9

2
,5

5
8
,4

4
9

2
,5

5
8
,4

4
9

0

実
績

値
0

0
4
5
3
,2

1
2

4
8
2
,9

8
5

4
8
2
,9

8
5

2
,5

5
8
,4

5
0

2
,5

5
8
,4

4
9

2
,5

5
8
,4

5
0

2
,5

5
8
,4

4
9

2
,5

5
8
,4

4
9

計
画

値
0

0
0

0
0

2
,0

8
3
,2

4
8

2
,1

1
4
,6

1
3

2
,1

4
6
,4

5
2

2
,1

7
8
,7

6
9

2
,2

1
1
,5

7
3

2
,5

2
9
,9

5
2

0

実
績

値
0

0
0

0
0

2
,0

8
3
,2

4
8

2
,1

1
4
,6

1
3

2
,1

4
6
,4

5
2

2
,1

7
8
,7

6
9

2
,2

1
1
,5

7
3

計
画

値
0

0
4
5
3
,2

1
2

4
8
2
,9

8
5

4
8
2
,9

8
5

4
7
5
,2

0
2

4
4
3
,8

3
6

4
1
1
,9

9
8

3
7
9
,6

8
0

3
4
6
,8

7
6

2
8
,4

9
7

0

実
績

値
0

0
4
5
3
,2

1
2

4
8
2
,9

8
5

4
8
2
,9

8
5

4
7
5
,2

0
2

4
4
3
,8

3
6

4
1
1
,9

9
8

3
7
9
,6

8
0

3
4
6
,8

7
6

計
画

値
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
0
,1

1
5
,7

5
2

2
8
,0

0
1
,1

3
9

2
5
,8

5
4
,6

8
7

2
3
,6

7
5
,9

1
8

2
1
,4

6
4
,3

4
5

0
0

実
績

値
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
2
,1

9
9
,0

0
0

3
0
,1

1
5
,7

5
2

2
8
,0

0
1
,1

3
9

2
5
,8

5
4
,6

8
7

2
3
,6

7
5
,9

1
8

2
1
,4

6
4
,3

4
5

計
画

初
年

度
の

前
年

度

前
年

度
未

償
還

元
金

未
償

還
元

金

償
還

額

元
　

金

利
　

子

年
　

　
　

度

区
　

　
　

分

計
画

初
年

度

（
平

成
2
1
年

度
）
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第
６
　
健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

（
単

位
：
％

）

平
成

3
8
年

度
平

成
4
1
年

度

（
第

1
8
年

度
）

（
第

2
1
年

度
）

計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
実

績
値

計
画

値
計

画
値

7
0
3
.6
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
4
.9
4
）

（
1
4
.9
1
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

（
1
5
.0
0
）

7
0
5
.6
7

0
.0
0

0
.0
0

0
.3
6

0
.0
0

0
.2
7

0
.0
0

0
.1
7

0
.0
0

0
.0
7

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

0
.0
0

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
1
9
.9
4
）

（
1
9
.9
1
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

（
2
0
.0
0
）

4
2
.1

3
6
.8

3
6
.8

4
3
.1

4
2
.8

4
1
.5

4
0
.9

4
1
.3

4
0
.0

5
0
.1

4
7
.2

6
5
.0

6
1
.0

7
9
.0

7
6
.3

8
0
.1

7
6
.8

7
6
.7

7
3
.5

（
2
5
.0

）
（

2
5
.0

）
（

2
5
.0

）
（

2
5
.0

）
（

2
5
.0

）
（

2
5
.0

）
（

2
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Ⅱ② 経営健全化計画の実施状況報告の概要について 

○経営健全化計画の実施状況の報告を行った団体

事業区分 都道府県名 市区町村 会計名 
概要掲載 

ページ 

病院事業 兵庫県 川西市 病院事業会計 1 

福岡県 小竹町 小竹町立病院事業特別会計 3 

宅地造成事業 青森県 青森県新産業 

都市建設事業団 

桔梗野工業用地造成事業会計 5 

百石住宅用地造成事業会計 7 

山口県 下関市 臨海土地造成事業特別会計 9 

観光施設事業 奈良県 宇陀市 保養センター事業特別会計 11 

高知県 高知市 国民宿舎運営事業特別会計 13 

その他事業 北海道 釧路市 釧路市設魚揚場事業会計 15 

資料３ 



兵庫県川西市 病院事業会計 

 経営健全化計画実施状況報告(要旨) 

 
１ 計画と具体的な措置の状況 

（１）診療体制の充実（前年度末比） 

・整形外科医師の確保 １人増 

（２）医業収益増収に関する改善額 

   ・休床中病棟の再開による稼働病床の拡充 

休床中病棟（３階南病棟）の再開等を平成 27 年５月に実施し、稼働病床を   

従前の 199 床から 234 床とした 

・救急車搬送患者の積極的受入れ、時間外救急患者対応時の適正対応、受入れ可

能症状（疾患）の拡大          

・分べん費用減額改定 分べん費用の平均が約 54 万円から約 48 万円になるよう

減額 分べん件数比較  前年度比 13 件増 

・認知症ケア加算１の適用（平成 30 年２月から） 

平成 29 年度実績 約 182 万円増収 

・適切な退院支援による退院支援加算の見直し（平成 28 年７月から）  

平成 29 年度実績 約 354 万円増収 

・心大血管疾患リハビリテーション料の実施（平成 29 年１月から）  

平成 29 年度実績 約 260 万円増収 

・その他の増収策 

排尿自立指導料の算定実施（平成 30 年２月から） 

（３）医業費用抑制に関する改善額 

・兵庫県市町村職員退職手当組合負担金の見直し 

兵庫県市町村職員退職手当組合負担金の負担率が減   

約１億 1,800 万円減 

・経費の見直し 

エレベーターのオーバーホールや給食提供用の専用カートに係る 

一時的な経費が減 約 4,400 万円減 

（４）その他の取組み 

・電子カルテシステムの本格稼働 

診療の円滑化及び効率化の向上とともに、院内情報の共有化 

・患者支援センターを１室から２室へ 

患者支援体制の充実 
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・病院機能評価の更新 

平成 30 年１月の病院機能評価の更新審査に向け、年度当初から審査対象 

となる療養環境の改善や患者向け情報発信の充実に取り組み更新 

（５）一般会計からの支援 

病院経営安定化支援補助金 2.5 億円 

 

２ 資金不足額解消の状況 

（単位：千円） 

     年度 

区分 

計画初年度の

前年度 

計画初年度 

(平成 27 年度) 

平成 28 年度 

(第２年度) 

平成 29 年度 

(第３年度) 

平成 30 年度 

(第４年度) 

当初計画 A  346,000 17,000 △92,000 149,000 

解消実績額 B  401,956 △52,923 △119,432 － 

現在計画 C  401,956 △52,923 △119,432 149,000 

B-A 又は C-A  55,956 △69,923 △27,432 － 

資金不足額 1,018,360 616,404 669,327 788,759 639,759 

 

３ 資金不足比率の状況 

（単位：％） 

   年度 

区分 

計画初

年度の

前年度 

計画初年度 

（平成 27 年度） 

平成 28 年度 

（第２年度） 

平成 29 年度 

（第３年度） 

平成 30 年度

（第４年度） 

備考 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値   計画値 

資金不足比率 

25.8 15.1 13.8 13.3 14.0 14.9 16.9 11.8 

医業収益及び資金

不足解消額が計画

に届かなかったた

め。 

※ 「備考」欄には、当該年度（平成 29 年度）の計画値と実績値の差異の理由について記載している。 

 

４ その他経営の健全化に必要な事項の措置の状況 

・認定看護師等の育成を図るとともにチーム医療を推進することで、診療報酬上の加

算算定に繋げている。 
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福岡県小竹町 小竹町立病院事業特別会計 

 経営健全化計画実施状況報告(要旨) 

 

１ 計画と具体的な措置の状況 

・救急輪番日を月２日から５日にすることにより、救急患者の受け入れを積極的に行い、

入院患者数の確保に努めた。 

・平成 30 年２月に入院基本料 13：1 の届出を行い、診療報酬単価の増加を図った。 

・平成 30 年５月に地域包括ケア病床入院管理料（10 床）の届出を行い、診療報酬増加を

図っている。 

・一般名処方、後発医薬品使用体制加算を平成 29 年２月から算定を開始し、診療 

報酬単価の増加となった。 

・近隣医療機関等の非常勤医師報酬の調査を行い、平成 29 年４月から報酬の見直しを 

行った。 

 

２ 資金不足額解消の状況 

      (単位：千円） 

    年度 

区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 28 年度) 

平成 29 年度 

（第２年度） 

平成 30 年度 

（第３年度） 

平成 31 年度 

（第４年度） 

当初計画 A  △85,116 △58,753 △8,134 65,164 

解消実績額 B  △42,925 △14,037 － － 

現在計画 C  △42,925 △14,037 △8,134 65,164 

B-A 又は C-A  42,191 44,716 － － 

資金不足額 105,247 148,172 162,209 170,343 105,179 

備考 

１ 「現在計画 C」とは、現時点での解消見込額のことをいう。 

 

３ 資金不足比率の状況 

(単位：％） 

    年度 

区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

（平成２８年度） 

平成２９年度 

（第２年度） 

平成３０年度 

（第３年度） 

平成３１年度 

（第４年度） 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 計画値 

資金不足比率 22.9 45.8 32.1 43.5 33.3 31.8 18.2 
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４ その他経営の健全化に必要な事項の措置の状況 

・外来患者を対象に、病院満足度のアンケートを実施 

・経営健全化推進会議ほか院内における会議、ミーティングを実施し、職員の経営改善へ

の意識改革に向けた取組みを行った。 
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青森県新産業都市建設事業団 桔梗野工業用地造成事業会計 

経営健全化計画実施状況報告(要旨) 

 

１ 計画と具体的な措置の状況 

 ・八戸市からの補助金の繰入れについては、当初計画どおり実施。（80,571 千円） 

 ・他会計剰余金からの長期借入れについては、増額のうえ継続実施。（1,342,000 千円） 

  ・平成 48 年度までに軟弱地以外の２区画分譲の当初計画に対し、軟弱地以外１区画等

を分譲。 

 

２ 資金不足額解消の状況 

                                   （単位：千円） 

年度 

区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 21 年度) 

平成 22 年度 

（第２年度） 

平成 23 年度 

（第３年度） 

平成 24 年度 

（第４年度） 

当初計画 A  527,844 644,853 80,689 80,422 

解消実績額 B  527,844 644,929 79,933 111,595 

現在計画 C  － － － － 

B-A 又は C-A  － 76 △756 31,173 

資金不足額 3,406,388 2,878,544 2,233,615 2,153,682 2,042,087 

 

年度 

区分 

平成 25 年度 

（第５年度） 

平成 26 年度 

（第６年度） 

平成 27 年度 

（第７年度） 

平成 28 年度 

（第８年度） 

平成 29 年度 

（第９年度） 

当初計画 A 80,437 80,711 80,719 80,727 80,498 

解消実績額 B 82,152 227,420 82,441 82,439 61,296 

現在計画 C － － － － 61,296 

B-A 又は C-A 1,715 146,709 1,722 1,712 △19,202 

資金不足額 1,959,935 1,732,515 1,650,074 1,567,635 1,506,339 

 

年度 

区分 

平成 36 年度 

（第 16 年度） 

平成 42 年度 

（第 22 年度） 

平成 48 年度 

（第 28 年度） 

当初計画 A 80,605 80,715 113,211 

解消実績額 B - - - 

現在計画 C 80,605 80,715 33,992 

B-A 又は C-A － － △79,219 

資金不足額 922,606 438,135 - 

備考 「現在計画Ｃ」とは、現時点での解消見込額のことをいう。 
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３ 資金不足比率の状況 

                                                                        （単位：％） 

年度 

資金 

不足比率 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 21 年度) 

平成 22 年度 

（第２年度） 

平成 23 年度 

（第３年度） 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 453.8 383.5 383.5 297.9 297.8 287.1 287.4 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 24 年度 

（第４年度） 

平成 25 年度 

（第５年度） 

平成 26 年度 

（第６年度） 

平成 27 年度 

（第７年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 276.4 277.6 265.7 265.9 254.9 234.4 244.1 222.7 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 28 年度 

（第８年度） 

平成 29 年度 

（第９年度） 

平成 36 年度 

（第 16 年度） 

平成 42 年度 

（第 22 年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 計画値 

資金不足比率 233.3 211.0 222.6 206.2 147.2 82.5 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 48 年度 

（第 28 年度） 

 

 

 

 

 

 

 計画値    

資金不足比率 15.0    
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青森県新産業都市建設事業団 百石住宅用地造成事業会計 

経営健全化計画実施状況報告(要旨) 

 

１ 計画と具体的な措置の状況 

 ・おいらせ町からの補助金の繰入れについては、当初計画どおり実施。（100,000 千円） 

  ・新たな他会計剰余金からの長期借入れを継続実施。（60,000 千円） 

 

２ 資金不足額解消の状況 

                                                             （単位：千円） 

年度 

区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 21 年度） 

平成 22 年度 

（第２年度） 

平成 23 年度 

（第３年度） 

当初計画 A  744,760 104,000 104,000 

解消実績額 B  731,395 105,934 107,834 

現在計画 C  － － － 

B-A 又は C-A  △13,365 1,934 3,834 

資金不足額 1,676,133 944,738 838,804 730,970 

 

年度 

区分 

平成 24 年度 

（第４年度） 

平成 25 年度 

（第５年度） 

平成 26 年度 

（第６年度） 

平成 27 年度 

（第７年度） 

当初計画 A 104,000 104,000 104,000 104,000 

解消実績額 B 106,228 106,959 399,480 28,154 

現在計画 C － － － － 

B-A 又は C-A 2,228 2,959 295,480 △75,846 

資金不足額 624,742 517,783 118,303 90,149 

 

年度 

区分 

平成 28 年度 

（第８年度） 

平成 29 年度 

（第９年度） 

平成 30 年度 

（第 10 年度） 

当初計画 A 104,000 104,000 99,373 

解消実績額 B 19,396 19,824 － 

現在計画 C － 19,824 50,930 

B-A 又は C-A △84,604 △84,176 △48,443 

資金不足額 70,753 50,929 － 

 備考 「現在計画Ｃ」とは、現時点での解消見込額のことをいう。 
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３ 資金不足比率の状況 

                                  （単位：％） 

年度 

資金 

不足比率 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

（平成 21 年度） 

平成 22 年度 

（第２年度） 

平成 23 年度 

（第３年度） 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 980.9 562.3 563.4 542.0 546.6 493.3 608.5 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 24 年度 

（第４年度） 

平成 25 年度 

（第５年度） 

平成 26 年度 

（第６年度） 

平成 27 年度 

（第７年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 440.4 556.1 382.8 518.8 319.8 118.8 250.6 84.0 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 28 年度 

（第８年度） 

平成 29 年度 

（第９年度） 

平成 30 年度 

（第 10 年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 

資金不足比率 174.3 66.4 89.8 47.8 － 
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山口県下関市 臨海土地造成事業特別会計 

 経営健全化計画実施状況報告(要旨) 

 

１ 計画と具体的な措置の状況 

平成２９年度は、以下のことを実施した。 

 ・新港地区・長州出島において、産業振興用地の整備を行った。 

 ・長州出島７番２（12,112 ㎡）について、販売用土地として計上した。 

 

２ 資金不足額解消の状況 

（単位：千円） 

年度 

区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 23 年度) 

平成 24 年度 

(第 2 年度) 

平成 25 年度 

(第 3 年度) 

当初計画 A  △155,432 △1,111,063 110,857 

解消実績額 B  96,453 △1,248,435 166,736 

現在計画 C  － － － 

B-A 又は C-A  251,885 △137,372 55,879 

資金不足額 1,300,695 1,204,242 2,452,677 2,285,941 

 

年度 

区分 

平成 26 年度 

(第 4 年度) 

平成 27 年度 

(第 5 年度) 

平成 28 年度 

（第 6年度） 

平成 29 年度 

(第 7 年度) 

当初計画 A 227,176 85,783 579,421 3,247 

解消実績額 B 223,114 40,142 56,241 254,794 

現在計画 C － － － 254,794 

B-A 又は C-A △4,062 △45,641 △523,180 251,547 

資金不足額 2,062,827 2,022,685 1,966,444 1,711,650 

 

年度 

区分 

平成 30 年度 

(第 8 年度) 

当初計画 A 3,627,880 

解消実績額 B － 

現在計画 C 3,627,880 

B-A 又は C-A － 

資金不足額 － 

備考 

 １ 「現在計画 Ｃ」とは、現時点での解消見込額のことをいう。 
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３ 資金不足比率の状況 

                                （単位：％） 

年度 

資金 

不足比率 

計画初

年度の

前年度 

計画初年度 

(平成 23 年度) 

平成 24 年度 

(第 2 年度) 

平成 25 年度 

(第 3 年度) 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 25.8 32.4 26.8 60.1 57.8 59.0 55.8 

                 

年度 

資金 

不足比率 

平成 26 年度 

(第 4 年度) 

平成 27 年度 

(第 5 年度） 

平成 28 年度 

（第 6年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 54.5 51.5 44.0 47.3 27.6 38.3 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 29 年度 

(第 7 年度) 

平成 30 年度 

(第 8 年度) 

 計画値 実績値 計画値 

資金不足比率 24.5 30.3 

 

－ 

 

４ その他経営の健全化に必要な事項の措置の状況 

・ホームページに売却用地の情報を掲載するとともに、企業誘致の観点から部局間で連

携し、積極的な販売促進活動を行った。 

・平成２７年度より新港地区・長州出島において産業振興用地の整備を行うため、平成２

７年３月に市議会の議決を経て、経営健全化計画を変更した。 
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奈良県宇陀市 保養センター事業特別会計 

 経営健全化計画実施状況報告(要旨) 

 

１ 計画と具体的な措置の状況 

・平成 22 年 10 月１日から株式会社休暇村サービスによる指定管理運営となり、宇陀市

保養センター事業特別会計は同日から宇陀市商工観光課の主管となり、引き続き宇陀

市保養センター事業特別会計とその経営健全化計画を管理している。 

・指定管理者の営業収益は 366,915 千円であり、計画額（385,000 千円）を下回ったもの

の、平成 29 年度の一般会計からの繰入額は 156,506 千円であり、計画額（147,000 千

円）以上に実施した。その結果、資金不足額（H28→H29△138,005 千円）及び資金不足

比率（H28→H29△38.3％）は前年に比べて減少した。 

 

２ 資金不足額解消の状況 

（単位：千円） 

年度 

区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 21 年度) 

平成 22 年度 

（第 2年度） 

平成 23 年度 

（第 3年度） 

当初計画 A  98,216 64,200 △144,581 

解消実績額 B  43,911 △6,909 91,870 

現在計画 C  － － － 

B－A  △54,305 △71,109 236,451 

資金不足額 1,276,441 1,232,530 1,239,439 1,147,569 

 

年度 

区分 

平成 24 年度 

（第 4年度） 

平成 25 年度 

（第 5年度） 

平成 26 年度 

（第 6年度） 

平成 27 年度 

（第 7年度） 

当初計画 A 70,480 82,681 133,145 134,470 

解消実績額 B 80,272 △65,722 332,809 205,847 

現在計画 C － △93,905 351,537 188,737 

B－A 9,792  △148,403 199,664 71,377 

資金不足額 1,067,297 1,133,019 800,210 594,363 
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年度 

区分 

平成 28 年度 

（第 8年度） 

平成 29 年度 

（第 9年度） 

平成 30 年度 

（第 10 年度） 

平成 32 年度 

（第 12 年度） 

当初計画 A 161,668 150,758 151,043 147,247 

解消実績額 B 251,192 138,005 － － 

現在計画 C 262,404 △167,036 176,417 174,709 

B－A 89,524 △12,753 25,374 27,462 

資金不足額 343,171 205,166 351,302 0 

備考 

 １ 「当初計画 Ａ」は、平成 21 年度に策定された変更前の計画における資金不足額の解消計画額。 

２ 「解消実績額 Ｂ」は、当該年度の資金不足額と前年度の資金不足額の差。 

３ 「現在計画 Ｃ」は、平成 25 年度に変更された計画における資金不足額の解消計画額。 

４ 「資金不足額」について、平成 29 年度分までは実測値、平成 30 年度及び 32 年度は平成 25 年に変更

した計画における目標値 

 

３ 資金不足比率の状況 

 （単位：％） 

年度 

資金 

不足比率 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

（平成 21 年度） 

平成 22 年度 

（第２年度） 

平成 23 年度 

（第３年度） 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 275.1 267.8 291.2 237.0 333.7 251.7 316.1 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 24 年度 

（第 4年度） 

平成 25 年度 

（第 5年度） 

平成 26 年度 

（第 6年度） 

平成 27 年度 

（第 7年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 224.2 287.2 306.1 297.2 213.6 215.2 163.9 160.6 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 28 年度 

（第 8年度） 

平成 29 年度 

（第 9年度） 

平成 30 年度 

（第 10 年度） 

平成 32 年度 

（第 12 年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 計画値 

資金不足比率 94.9 94.2 137.0 55.9 91.2 0.0 
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高知県高知市 国民宿舎運営事業特別会計 

 経営健全化計画実施状況報告(要旨) 

 

１ 計画と具体的な措置の状況 

○資金不足額の推移 

建設改良費等の支出額が計画値を下回ったため，資金不足額は計画より減少した。 

・資金不足額    H29 計画：376,232 千円、H29 実績：342,806 千円 

・建設改良費    H29 計画：31,051 千円、H29 実績：8,337 千円 

  ○計画と実績 

   一般会計繰入金により収支改善したものの，事業の規模が計画値を下回ったため，

資金不足比率は計画を上回った。 

・資金不足比率   H29 計画：138.2％、H29 実績：149.0％ 

・事業の規模    H29 計画：272,226 千円、H29 実績：229,959 千円 

 

２ 資金不足額解消の状況 

（単位：千円） 

年度 

区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 21 年度) 

平成 22 年度 

（第 2年度） 

平成 23 年度 

（第 3年度） 

当初計画 A  △35,907 △97,249 60,060 

解消実績額 B  △28,087 △87,944 48,850 

現在計画 C  － － － 

B-A 又は C-A  7,820 9,305 △11,210 

資金不足額 765,310 793,397 881,341 832,491 

 

年度 

区分 

平成 24 年度 

（第 4年度） 

平成 25 年度 

（第 5年度） 

平成 26 年度 

（第 6年度） 

平成 27 年度 

（第 7年度） 

当初計画 A 73,620 118,168 128,414 154,178 

解消実績額 B △454,604 109,814 125,963 183,992 

現在計画 C － － 125,963 183,992 

B-A 又は C-A △528,224 △8,354 △2,451 29,814 

資金不足額 1,287,095 1,177,281 1,051,318 867,326 
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年度 

区分 

平成 28 年度 

（第 8年度） 

平成 29 年度 

（第 9年度） 

平成 30 年度 

(第 10 年度) 

平成 31 年度 

(第 11 年度) 

当初計画 A 267,669 242,434 261,353 271,484 

解消実績額 B 265,307 259,213   

現在計画 C 265,307 259,213 267,487 271,484 

B-A 又は C-A △2,362 16,779 6,134 0 

資金不足額 602,019 342,806 75,319 － 

備考 

 １ 「現在計画 Ｃ」とは、現時点での解消見込額のことをいう。 

 

３ 資金不足比率の状況 

（単位：％） 

年度 

資金 

不足比率 

計画初

年度の

前年度 

計画初年度 

（平成 21 年度） 

平成 22 年度 

（第 2年度） 

平成 23 年度 

（第 3年度） 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 238.0 248.0 240.2 250.5 246.7 247.1 279.7 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 24 年度 

（第 4年度） 

平成 25 年度 

（第 5年度） 

平成 26 年度 

（第 6年度） 

平成 27 年度 

（第 7年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 225.4 457.7 429.3 436.8 382.2 401.5 325.5 336.3 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 28 年度 

（第 8年度） 

平成 29 年度 

（第 9年度） 

平成 30 年度 

（第 10 年度） 

平成 31 年度 

（第 11 年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 計画値 

資金不足比率 227.2 235.2 138.2 149.0 42.1 － 

 

４ その他経営の健全化に必要な事項の措置の状況 

・平成 22 年度から 10 年間にわたり改築資金の起債元金について一般会計から繰入を行

い、資金不足比率の改善を図る。 
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北海道釧路市 釧路市設魚揚場事業会計 

経営健全化計画実施状況報告(要旨) 

 

１ 計画と具体的な措置の状況 

 ・一般会計からの繰入れについては、当初計画を上回って実施（410,230 千円）。 

・資金不足額の解消実績額は当初計画値を下回ったが、資金不足比率については、当初

計画値どおり低減。 

 

２ 資金不足額解消の状況 

                                      (単位：千円) 

年度 

区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 21 年度) 

平成 22 年度 

(第 2 年度) 

平成 23 年度 

(第 3 年度) 

平成 24 年度 

(第 4 年度) 

当 初 計 画 A  287,301 281,218 298,407 295,466 

解消実績額 B  279,469 271,397 297,423 302,067 

現 在 計 画 C  － － － － 

B-A 又は C-A  △7,832 △9,821 △984 6,601 

資 金 不 足 額 2,913,900 2,634,431 2,363,034 2,065,611 1,763,544 

 

年度 

区分 

平成 25 年度 

(第 5 年度) 

平成 26 年度 

(第 6 年度) 

平成 27 年度 

(第 7 年度) 

平成 28 年度 

(第 8 年度) 

平成 29 年度 

(第 9 年度) 

当 初 計 画 A 295,716 295,912 296,826 296,944 297,063 

解消実績額 B 329,773 317,338 303,928 316,675 296,978 

現 在 計 画 C － － － － 297,063 

B-A 又は C-A 34,057 21,426 7,102 19,731 △85 

資 金 不 足 額 1,433,771 1,116,433 812,505 495,830 198,852 

 

年度 

区分 

平成 30 年度 

(第 10 年度) 

当 初 計 画 A 297,934 

解消実績額 B － 

現 在 計 画 C 297,934 

B-A 又は C-A 0 

資 金 不 足 額 － 

 

備考「現在計画 C」とは、現時点での解消見込額のことをいう。 
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３ 資金不足比率の状況 

  (単位：％) 

年度 

資金不足比率 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 21 年度) 

平成 22 年度 

(第 2 年度) 

平成 23 年度 

(第 3 年度) 

平成 24 年度 

(第 4 年度) 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 2,933.9 2,854.7 3,320.5 2,555.4 3,117.3 2,230.2 2,503.2 1,908.3 2,448.0 

 

年度 

資金不足比率 

平成 25 年度 

(第 5 年度) 

平成 26 年度 

(第 6 年度) 

平成 27 年度 

(第 7 年度) 

平成 28 年度 

(第 8 年度) 

平成 29 年度 

(第 9 年度) 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 1,586.1 2,024.7 1,263.7 1,170.1 940.3 919.3 616.8 613.2 293.1 261.2 

 

 

 

 

４ その他経営の健全化に必要な事項の措置の状況 

 ・なし 

 

年度 

資金不足比率 

平成 30 年度 

(第 10 年度) 

 計画値 

資金不足比率 － 

-16-



Ⅲ 経営健全化計画の完了報告の概要について 

○経営健全化計画の完了報告を行った団体

事業区分 都道府県名 市区町村 会計名 
概要掲載 

ページ 

交通事業 京都府 京都市 京都市高速鉄道事業特別会計 1 

大阪府 大阪市 自動車運送事業会計 4 

資料４ 



京都府京都市 京都市高速鉄道事業特別会計 

 経営健全化計画完了報告(要旨) 

 

１ 経営健全化計画の平成 29 年度実施状況 

平成 29 年度は，１日当たりのお客様数が前年度に比べ８千人増加したこと

などから，経常損益は，前年に比べ減少したものの３年連続の黒字を確保する

ことができ，また，現金収支（償却前損益）についても 94 億円の黒字を確保

することができた。その結果，財政健全化法に定める資金不足は生じず，今後

も，資金不足比率は安定的に経営健全化基準を下回る見込みとなったため，計

画よりも１年前倒しで経営健全化団体から脱却することとなった。 

 

⑴ 計画と具体的な措置の状況 

  ・ 収入増加策については，「地下鉄・市バスお客様１日 80 万人」の目標を

掲げ，新たに民間団体とも連携した公共交通の利用促進に取り組み，１日当

たりのお客様数は前年度に比べ８千人増の 38 万７千人となるとともに，駅

ナカビジネスの収入が目標の 10 億円を１年前倒しで達成したことなどから，

営業収益についても計画を８億円上回る 279 億円となった。 

・ コスト削減策については，安全に十分留意したうえで地下鉄設備の更新期

間の延長をはじめとした徹底したコスト削減に努めた。 

・ 一般会計等からの支援については，計画に基づき，経営健全化対策出資金

を繰り入れた。（5,114,000 千円）また，市バス事業から，経営健全化を財政

面から支援するための出資金を受け入れた。（1,190,000 千円） 

 

⑵ 資金不足額解消の状況 

 （単位：千円）              

年度 

 

区分 

計画初年度 

の前年度 

平成 21 年度 

（計画初年度） 

平成 22 年度 

（第２年度） 

平成 23 年度 

（第３年度） 

平成 24 年度 

（第 4年度） 

当初計画 A  1,728,774 137,596 2,590,235 3,870,569 

解消実績額  B  4,554,145 8,582,715 4,034,069 6,002,474 

現在計画 C  4,554,145 8,582,715 4,034,069 6,002,474 

B-A 又は C-A  2,825,371 8,445,119 1,443,834 2,131,905 

資金不足額 30,981,281 26,427,136 17,844,420 13,810,351 7,807,877 
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年度 

 

区分 

平成 25 年度 

（第 5年度） 

平成 26 年度 

（第 6年度） 

平成 27 年度 

（第 7年度） 

平成 28 年度 

（第 8年度） 

平成 29 年度 

（第 9年度） 

平成 30 年度 

（第 10年度） 

当初計画 A 4,565,994 1,301,953 6,074,202 5,234,430 △1,221,975 6,699,503 

解消実績額  B 1,630,979 2,343,069 6,898,407 4,001,109 △3,167,959 － 

現在計画 C 1,630,979 2,343,069 6,898,407 4,001,109 △3,167,959 － 

B-A 又は C-A △2,935,015 1,041,116 824,205 △1,233,321 △1,945,984 － 

資金不足額 6,176,898 3,833,829 0 0 0 － 

備考１ 「現在計画 C」とは，現時点での解消見込額のことをいう。 

２ 資金不足解消額の平成 25 年度「解消実績額 B」が「当初計画 A」を下回ったのは，計画 

で見込んでいた５%相当の運賃改定を見送ったためである。 

 

⑶ 資金不足比率の状況 

（単位：％）          

年度 

資金 

不足比率 

計画初年度

の前年度 

平成 21 年度 

（計画初年度） 

平成 22 年度 

（第２年度） 

平成 23 年度 

（第３年度） 

平成 24 年度 

（第４年度） 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 133.5 126.8 114.5 125.7 76.2 114.0 57.8 96.9 31.9 

 

年度 

資金 

不足比率 

平成 25 年度 

（第５年度） 

平成 26 年度 

（第６年度） 

平成 27 年度 

（第７年度） 

平成 28 年度 

（第８年度） 

平成 29 年度 

（第９年度） 

平成 30 年度 

（第 10年度） 

 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 

資金不足比率 73.6 24.4 66.6 14.8 41.5 － 20.7 － 24.7 － － 

備考１ 平成 29 年度においては，お客様が増加したことやコスト削減に努めたことなどにより，

経常損益は黒字となり，資金不足比率は計画と比べて大きく改善した。今後も資金不足比

率は安定的に経営健全化基準を下回る見込みである。 

 

２ 今後の公営企業の経営の方針  

⑴ 経営の現状と今後の見通し 

 ・ 本市地下鉄事業は，未だ企業債等残高は 3,629 億円，累積資金不足は 309

億円の巨額に上るなど，依然として全国一厳しい経営状況にある中，今後

は車両・設備の更新に 10 年間で 700 億円を超える多額の費用を要すること

が見込まれるほか，一般会計からの経営健全化対策出資金の繰入れが終了

することから，累積資金不足は大きく増加する見込みである。 

・ 今後も引き続き厳しい経営状況が見込まれることから，健全な経営の確保

に向けた取組を継続していくことが必要である。 
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⑵ 健全な経営の確保に向けた取組 

 ・ 地下鉄事業を将来にわたり安定的に運営していくことができるよう，経

営健全化計画の後継となる経営計画として，平成 31 年度から 10 年間を期

間とする市バス・地下鉄事業の新たな経営ビジョンを，平成 30 年度中に策

定することとしている。 

 ・ この経営ビジョンにおいては，今後の累積資金不足の増加を可能な限り

抑制し，企業債等残高と累積資金不足を合わせた有利子負債残高の着実な

削減を目指すことを基本的な方針として検討している。 

・ このため，地下鉄１日５万人増客の目標を実現してきたこれまでの取組成

果を踏まえ，平成 29 年度に設立した「チーム『電車・バスに乗るっ』」に参

画する沿線の商業，文化施設等の民間事業者と連携し，地下鉄・市バスを含

めた公共交通全体の利用を促進することや，値下げした「地下鉄・バス１日

券」の利用促進をはじめ，より多くの方にバスと地下鉄を組み合わせて御利

用いただけるよう取り組むなど，更なる増客により収入増加を図ることを柱

として，中長期的な安定経営に向けた今後の方針や取組，財政収支計画を取

りまとめていく予定である。 

 ・ 今後の経営環境や，市民や御利用者の皆様からの御意見などを十分に踏

まえながら，平成30年度中に新たな経営ビジョンを策定し，これに基づき，

健全な経営の確保に向けて取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

-3-



大阪府大阪市 自動車運送事業会計 

経営健全化計画完了報告(要旨) 

 

１ 経営健全化計画の平成 29 年度実施状況 

(1) 計画と具体的な措置の状況 

  ① 計画収支との対比 

   ・ 平成29年度の純損益は、計画 4,904百万円の利益に対し、実績 32,563

百万円の利益となり、差引 27,659 百万円の収支好転となった。 

・ 主な理由として、大阪シティバス株式会社への事業の引継ぎにより公

営企業の終結処理を行ったことに伴う高速鉄道事業会計への有償所管

換え等による特別利益の増（計画 5,415 百万円→実績 40,635 百万円）

並びに人員の減に伴う人件費の減（計画 5,172 百万円→実績 4,501 百

万円）及び軽油単価の減による自動車燃料費の減など経費の減（計画 

7,306 百万円→実績 7,038 百万円）などによるものである。 

   ・ 一方、単年度資金過不足額については、計画額の 3,805 百万円の資金

剰余から、大阪シティバス株式会社への事業の引継ぎに伴う公営企業の

終結処理等により 17,923 百万円の資金剰余となり、累積資金額におい

ても、１年前倒しで資金不足額を解消することができた。 

   ② 民営化に向けた取組み 

         平成 28 年３月に「大阪市自動車運送事業の引継ぎに関する基本方針

の策定について」が、平成 29 年３月には「大阪市交通事業の設置等に

関する条例を廃止する条例」が議会にて可決され、平成 30 年４月１日

に民営化（大阪シティバス株式会社への事業引継ぎ）を行った。 

 

(2) 資金不足額解消の状況 

（単位：千円） 

年度 

区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

（平成 27 年度） 

平成 28年度 

（第２年度） 

平成 29年度 

（第３年度） 

平成 30 年度 

（第４年度） 

当初計画 Ａ  871,199 ▲ 3,048,972 3,805,000 14,921,000 

解消実績額 Ｂ  799,214 ▲ 2,006,795 17,923,106 － 

現在計画 Ｃ  799,214 ▲ 2,006,795 17,923,106 14,921,000 

Ｂ－Ａ又はＣ－Ａ  ▲ 71,985 1,042,177 14,118,106 0 

資金不足額 16,548,085 15,748,871 17,755,666 － － 

 備考 「現在計画 Ｃ」とは、現時点での解消見込額のことをいう。 
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(3) 資金不足比率の状況 

（単位：％） 

年度 

資金不足比率 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 27 年度) 

平成 28 年度 

(第２年度) 

平成 29 年度 

(第３年度) 

平成 30 年度 

(第４年度) 
備考 

 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 特別利益の増や 

人件費・経費の減など 資金不足比率 140.9 128.5 131.6 153.9 146.2 124.0 － －  

備考 「備考」欄には、当該年度（平成 29 年度）の計画値と実績値の差異の理由について記載している。 

 

 

(4) その他経営の健全化に必要な事項の措置の状況 

  ① 経費削減の取組み 

   ア バス車両更新計画の見直し 

     安全性を前提として、引き続き、車両更新周期の延長（12 年⇒18 年）

を行った。 

  ② 利用促進の取組み 

   ア 接客・接遇サービスの向上 

     市民・利用者にバスをより安全で安心してご利用いただくため、運

転手の接客、接遇力向上に努めることとし、外部講師による「事故防

止・接遇力向上のための基本研修」を実施した。 

   イ 増収増客に向けた運行サービスの拡大 

     沿線人口の増加等により、増客・増収が見込まれる系統について、

昼間時間帯を中心に増回し、一人でも多くの市民・利用者にご利用い

ただけるようサービス向上に努めた。 

   ウ 多様な手段による情報発信とあらゆる機会をとらえたＰＲの実施 

     バス路線沿線のイベントや、商業施設と連携したＰＲ展開などによ

り、移動手段としてバスを選択していただけるよう、利用促進に努め

た。 

   エ 各種イベントや集客施設への適時適切な臨時輸送 

     季節に合わせた臨時バスの運行や、話題性のある大型集客イベント

の臨時輸送を実施した。 

 

 

２ 今後の公営企業の経営の方針 

  平成 30 年４月１日に民営化（大阪シティバス株式会社への事業引継ぎ）を行

ったことにより、平成 29 年度末をもって自動車運送事業会計は廃止した。 
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